
　　

千葉県小児科医会 　原
は ら

木
き

 真
ま

名
な

 医師

水
す い

痘
と う

（水ぼうそう）について

水痘の症状と注意点
　水痘は、水痘帯

た い

状
じょう

疱
ほ う

疹
し ん

ウイルスの感染に
よっておこります。 赤い発疹が体や顔、頭皮
にでき始め、水

す い

疱
ほ う

となり、数日で体中に広が
ります。 潜伏期は 14 〜 21日で、全部の水疱
がかさぶたになるのに、大体 1 週間くらいか
かります。 そのかさぶたがはがれた後は、痕
になってのこります。
　人に感染する可能性がある期間は、発疹出
現 1 〜4日前から、発疹出現後5〜6日後まで
と考えられています。 感染力は非常に強く、空
気感染するため、全部の水疱がかさぶたにな
るまで、外出は一切避けるようにしてください。
  
合併症について
　水痘は、発疹がかゆいだけの軽い病と考え
られがちです。 しかし、発疹から細菌が感染
し重症化したり、脳炎や肺炎をおこし命を落
としたりすることもあります。 特に、病気など
で抵抗力が弱っている人にとっては大変恐ろ
しい病気です。（毎年 3000 人が重症化し、10
人ほどが亡くなっています。）

治療について
　抗ウイルス薬（アシクロビル、バラシクロビ
ル）を内服します。 また、かゆみ止めの塗り
薬や飲み薬を使用することもあります。

予防について
　水痘にはワクチンがあります。 多くの合併
症 がある水 痘で すから、 罹

か か

らな いように、
ぜひ接種をうけて欲しいです。 ワクチンは 1
才以上なら大人でも受けられます。

《補足》帯状疱疹について
　水痘のウイルスで他の形の病気がおこることがあ
ります。 それは、「帯状疱疹」という病気です。　
　過去に水痘に罹った場合、治ったあとも水痘ウ
イルスが神経節細胞に潜

ひ そ

み、抵抗力が落ちたとき
にウイルスが活性化し、神経の走行に沿って帯

お び

状
じょう

に水疱ができます。 ひどい神経痛や顔面神経麻
ま

痺
ひ

、髄
ず い

膜
ま く

脳
の う

炎
え ん

等、合併症が多い病気です。 帯状疱
疹の人が、水痘に免疫がない人にウイルスを感染
させてしまうこともありますので、注意が必要です。 

―お知らせ―
　今年の10月から、水痘ワクチンが定期予
防接種（公費接種）となります。各自治体に
お問い合わせください。
＜対象＞生後 12 か月（1 才）から36 か月に至る
まで（3 才前まで）で、3 か月以上の間隔をあけ
て2 回接種。
＜経過措置＞生後 36 か月（3 才）から〜 60 か月
に至るまで（5 歳前まで）の子どもでワクチンを
1 回も受けていない者に対し、1 回接種とします

（平成 26 年度に限り接種機会が提供される見
込みです。H26.3.31 現在）。
※	既に水痘にかかったことがある者は対象外とします。
　	任意接種として既に水痘ワクチンを受けたことがある者は、

既に接種した回数分の接種を受けたものとみなします。

PM7：00 ～ PM10：00 の毎日

受診するべきかどうか迷ったら

※相談は無料ですが、通話料はご負担いただきます。

ダイヤル回線・ＩＰ電話・光電話・銚子市からは

☎043（242）9939
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